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第 4章（研究Ⅱ）では、なわに側面した 1回旋 2跳躍動作の発達段階に着目し、TD児と ASD児を
比較検討した。その結果、仮説と一致して、ASD児は TD児よりも長なわとび跳躍動作の変動性が低い
特徴があることが示された。 
そして第 5章（研究Ⅲ）では、身体的不器用さのある ASD児 1名を対象とし、長なわとび跳躍動作
の変動性を高めるための課題指向型アプローチを実践した。その結果、対象児の認知特性や興味関心を
考慮し、解決すべき課題を身体外部の環境に取り入れることで、対象児の長なわとび跳躍動作の変動性
が高まることが示された。 
 
（考察） 
ASD児における長なわとび跳躍動作の変動性の低さは、身体の自由度の凍結状態が継続するために生
じると考えられた。そして、その背景には、自らの身体自体への注意配分を多くするという ASD 児特
有の認知方略が影響していると示唆された。これらのことから、ASD児への課題指向型アプローチでは、
自らの身体自体に注意を払う状態を解放させるために、解決すべき課題を身体外部の環境に設定するこ
とが必要であると考えられた。その際には、対象となる ASD 児の認知特性や興味関心に合わせて課題
設定を行うことが必要である。 
さらに、動作の変動性が高まることは、対象児が自分の運動に適した課題を設定するという、課題へ
の適宜性を向上させることにつながり、そのことは、自尊心の向上などの心理社会的側面に効果がもた
らされることが示された。したがって、動作の変動性を高めるための課題指向型アプローチを実践する
ことは、対象児の運動への関わりを肯定的に変容させるとともに、心理社会的にも有効性があることが
示唆された。 
 
審査様式２－１ 
 
-３ 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本論文において、ASD児の運動特徴として、粗大運動における変動性の低さを明らかにすることがで
きた。これまで臨床では指摘されてきたが、研究データとして示されたのは今回がはじめてであろう。
またその変動性のメカニズムについて分析し、その要因となる認知的特徴から支援方法を導き出した点
は、根拠に基づいた介入研究としても意義が高いものと考えた。 
また以上のように本論文の実践的研究としての基盤を支える現象とメカニズムのロジックが明確に
なったことで、発展的な研究課題について建設的に議論された。すなわち本研究で示した発達の道筋を
検証するための縦断研究、また本研究で示したプログラムの対象を明確化していくためのマルチケース
による比較研究の必要性について検討された。 
 平成２８年１月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
 よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
